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2021年 10月 20 日 

各   位 

会 社 名  タ カ ノ 株 式 会 社 

代 表 者 名  代表取締役社長  鷹 野  準 

 (コード番号： 78 85  東証第一部 ) 

問合せ先責任者  常務取締役  大 原 明 夫 

  （ＴＥＬ 0265－85－3150） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、2021年５月 10日に公表いたしました業績予想（連結・個別）を、下記の通リ修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 2022年３月期第２四半期（累計） 連結業績予想数値の修正(2021 年４月１日～2021年９月 30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,320 
百万円 

△140 
百万円 

△110 
百万円 

△100 
円 銭 

△6.58 

今回修正予想（Ｂ） 9,800 150 180 120 7.90 

増減額（Ｂ－Ａ） 480 290 290 220 － 

増減率（％） 5.2 － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2021年３月期第２四半期） 

7,695 △634 △530 △391 △25.76 

 

2. 2022年３月期第２四半期（累計） 個別業績予想数値の修正(2021 年４月１日～2021年９月 30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

7,980 
百万円 

△240 
百万円 

△165 
百万円 

△130 
円 銭 

△8.55 

今回修正予想（Ｂ） 8,700 90 180 140 9.21 

増減額（Ｂ－Ａ） 720 330 345 270 － 

増減率（％） 9.0 － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2021年３月期第２四半期） 

6,587 △707 △558 △398 △26.23 
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3. 2022年３月期通期 連結業績予想数値の修正(2021年４月１日～2022 年３月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

21,810 
百万円 
445 

百万円 
500 

百万円 
280 

円 銭 
18.43 

今回修正予想（Ｂ） 21,900 550 600 390 25.66 

増減額（Ｂ－Ａ） 90 105 100 110 － 

増減率（％） 0.4 23.6 20.0 39.3 － 

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

20,050 △97 147 △11 △0.75 

 

4. 2022年３月期通期 個別業績予想数値の修正(2021年４月１日～2022 年３月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

18,920 
百万円 
225 

百万円 
325 

百万円 
170 

円 銭 
11.19 

今回修正予想（Ｂ） 19,200 350 450 320 21.06 

増減額（Ｂ－Ａ） 280 125 125 150 － 

増減率（％） 1.5 55.6 38.5 88.2 － 

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

17,579 △286 △4 △112 △7.41 

 

5. 修正理由 

    第２四半期連結累計期間における売上高につきましては、オフィス家具需要が底堅いことに加えて個室

空間製品の販売が好調であること、および半導体製造装置業界の活況が続いていることなどに伴い、想定

を上回る状況で推移したことから、前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

利益項目につきましては、販売増加に伴う粗利益増加に加えて合理化推進を継続的に実施した結果、前

回発表予想を上回る見込みとなりました。 

通期連結業績予想においては、新型コロナウイルスの感染状況、国内外における原材料の調達遅延なら

びに原油価格の高騰などの影響による事業環境の不透明感があるものの、第３四半期以降も堅調に推移す

るものと見込んでおり、前回発表予想値を上回る見通しです。 

第２四半期（累計）個別業績予想および通期個別業績予想においても、同様の理由により、前回発表予

想値を上回る見込みです。 

 

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。  

 

以上 


